
 令 和 元 年 度 学 校 評 価 報 告 書 島根県立益田高等学校

【合い言葉】「　自　立　へ　の　道　程 ( み ち )  」 【重点目標】　 (1)進路保障　　①   よりよい社会を創るという目標を共有し、自己の将来の在り方・生き方を考える機会を通じて早期に進路目標を設定させ、進路実現に向かう意欲と態度を育てる。

　　　　　　　　　　　　  　　②   進路決定に必要な情報の提供や面談等より、生徒の進路実現に向けた意欲を喚起し、日々努力する習慣を身につけさせ、目標実現に向けて必要な学力を獲得させる。

【教育目標】主体的に物事に取り組み、様々な他者とのつながりを通して自らを高め、未来を切り拓くことのできる生徒を育てる。

                              (2)学力保障        ①  習得・活用・探究を意識した授業改善に取り組み、生きて働く「知識・技能」、未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」、学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」の学力を伸ばす。

【教育方針】（１）生徒の進路目標を早期に確立させ、その実現を支援する。（進路保障）                                                            ② 「わかる・力がつく」授業を行い、自主的な学習を促すとともに主体的な学習に取り組む態度を育成して、やりきる力と個に応じた能力が身につくようにする。   

                                                           ③  スーパーサイエンスハイスクール事業（以下「SSH」）への取組を通して掘り起こした興味・関心・疑問を研究課題に深化させ、科学リテラシーと創造性の素地を育てる。

（２）基礎基本に基づいた確かな学力を育成する。（学力保障）

                               (3)資質保障       学習、部活動、生徒会活動、学校行事等に主体的、積極的に取り組ませることにより「益高生に身につけさせたい資質・能力」を育成する。

（３）豊かな人間性を養い、これからの社会をたくましく生き抜く力を育成する。（資質保障）

評価 領　　域 中　期　目　標 短    期    目    標 成  果 ・ 取 組 指 標 自　己　評　価 評価 学校関係者評価

項目 達　成　状　況 考　　　　　察

・教育目標及び重点目標を、全教育活動を ・合言葉「自立への道程(みち)」のもと、重点目標達成に向け、授業、学校行事、 3.1 ・ＳＳＨ事業新規プログラムである３年生ＰＳ(地域創生チャレンジ)を実施することで

学 環境整備 働きやすい職場環境の構築 　通して達成する。 ･教職員の自己評価で３以上     部活動、SSH事業、進路行事など全教育活動を通して、全教職員が努力した。     教科ＳＰが全学年全クラスでの実施となった。さらに他分掌や学年会との連携を密にし、

校 ・目標達成に向けた適切な学校運営を行う。 （４段階）を目標とする。 ・教職員の多忙感を軽減するために、留守番電話設置や学校閉庁日設定、業務アシスタント 3.1 　プログラムの内容・計画を改善し運営に当たりたい。

運 学びやすい学習環境の構築 ・校内組織及び校務分掌を連携,機能させる。     活用等実施、今後も行事の見直し・精選や業務見直し改善が必要である。 3.0 ・単位制導入に向け、分掌・教科の連携を深める。

営 ・PTA活動を通して保護者との連携を密にし、 ・毎学期ごとに「益高PTAだより」 を刊行し、保護者・地域への広報がなされ、 3.3 ・働き方改革をさらに進めていく。

　その活性化を図る。     また地域産業視察実施等により教育活動への理解を深めている。 ・生徒、保護者、地域さらにはしまね留学希望者に学校の様子がより伝わるようにする。

・学習や進路実現を支援する適切な内容、 ・蔵書を適切に管理し、計画的に必要な書籍を購入するなどして、図書館運営が 3.2 ・生徒がより多くの本との出会いをするために、蔵書の新陳代謝を推進するとともに

　量の蔵書を整え、利用しやすい図書館運     スムースに行われた。また、他分掌と連携して必要に応じた資料提供を行った。 　生徒、教職員による図書紹介を掲載する図書新聞を発行して。啓発活動に取り組む。 

　営を行う。 ・利用しやすい図書館となるように館内外の掲示・展示等の工夫をした。 3.2 ・館内展示、学習スペースのレイアウトを検討する。

・ホームページや「学校だより」等により ・学校便り 「いわみの」 を隔月発行し、学校状況を精選して発信した。 3.3 ・ホームページの更新をSSH事業以外も増やし、多くの方々に知ってもらう。

　適切な広報活動を行う。 ・ホームページについては、SSH事業を中心として積極的かつ迅速に更新した。 3.3 　また､緊急メールを利用して情報伝達に役立てる。

・生活環境・学習環境の美化が保てるよう、 ・生徒数減のなか、各掃除場所で的確に分担して、取り組んでいる。 3.0 ・生徒ロッカーが新調されたこともあり、生徒自身の机上あるいは机周り、ロッカー等の

　積極的に清掃活動を行う。     今後とも、全教職員できめ細かな指導を継続する。 　整理整頓を心がけさせる。

・費用対効果を考えた教育活動を行う上で、 ・各分掌への予算の配分・執行がほぼ要求どおりにできた。 3.3 ・年間所要額の把握に努め、予算の効果的な執行により要望に沿った備品や設備

　効率的・効果的な予算執行を行う。 　の整備を行い好評であったので、次年度以降も継続したい。

・生徒会や各種委員会をできるだけ主体的 ・生徒会役員による学園祭企画運営、生徒会誌「ななお」編集、さらに今年度は 2.9 ・生徒会役員を中心に自主的、積極的に活動した生徒会活動を継続して活性化さ

生 自他を尊重する精神の育成 　に活動させることで生徒の資質を伸ばす。 ･教職員の自己評価で３以上     校内球技大会の企画・運営にも積極的に取り組み、生徒の成就感を高めることができた。 　せ、学校行事のあらゆる場面で生徒の主体的な活動につながるよう支援する。

活 豊かな人間性の育成 ・図書館から情報を十分提供し、読書や （４段階）を目標とする。 ・利用しやすい図書館となるよう館内の提示、展示等を工夫し、図書新聞に先生方の 3.2 ・読書の啓発活動の一環として、図書委員による図書購入を「図書新聞」に掲載

指 　資料活用の推進を図る。 ･人権・同和教育研修会を     読書紹介や紹介本コーナーを作成するなど、図書委員会の活動を活性化した。 　しその充実を図る。また、継続して課題研究、小論文等の情報提供を推進する。

導 ・自他の権利を理解し、お互いに思いやり   開催し、共通理解を図る。 ・HR活動や新たな講演会導入により生徒の人権意識の向上に努めた。 3.2 ・次年度も各学年より人権・同和教育担当をつくり、より組織的に生徒一人ひとりの

　共生する心の育成に取り組む。 ･人権・同和教育LHRを全学 ・安全安心ｱﾝｹｰﾄを実施し生徒のいじめ等の実態把握に努めた。 　人権意識の向上に取り組む。また、「いのち・愛　人権展」に今年度参加したように

・広報活動等を通して家庭や地域と連携   年毎学期行い、その意識の ・人権・同和教育HR指導については、各学年会で内容をしっかり検討し現状に 3.2 　地域との連携に取り組むとともに、講演会、HR活動などを公開するよう取り組んでいく。

　しながら、人権・同和教育を行う。   高揚を図る。     適したものとし、正担任だけでなく副担任も授業を行っている。 ・PTA総会での奨学金や進学費用等のお金に関する話は生徒同席も検討していく。

・基本的生活習慣を確立し、心身の健康を ・基本的生活習慣の確立の大切さを、学校生活のあらゆる場面で伝え指導できた。 2.9 ・生徒発信で「服装身だしなみを整えること」の啓発活動を行う。

規範意識の定着 　自ら管理する姿勢を育成する。 ･教職員の自己評価で３以上 ・風紀指導については、全教職員の共通理解をはかり、その場での指導を心がけた。 2.7 ・安全安心アンケートも引き続き実施して、生徒の実態把握をする。

基本的生活習慣の確立 ・規律ある部活指導を行い学習と両立する。 （４段階）を目標とする。 ・部活動終了後の速やかな下校指導が不徹底であった。 2.7 ・部活動の在り方に関する総合的なガイドラインに沿って各部で計画をたてる。

・交通ルールを遵守させ、街頭指導や自転 ・交通安全週間に合わせた保護者による街頭指導を行いその意識を高めた。 2.8 ・警察からの指導や、ＬＨＲを活用して生徒に安全指導をしていく。

　車点検など、交通安全指導を適切に行う。 ・自転車鍵かけマナーアップ推進校指定は終了したが、生徒中心に取り組んだ。 ・成人年齢引き下げによる、校則、規定集等の改訂について検討する。

・優れた芸術や文化に触れる機会や情報 ・学園祭での３年演劇部門や文化部総合公演「マスティバ」の実 施により、多くの生徒に - ・行事の精選において、芸術鑑賞会は３年に１回の開催とし芸術科が主担当となり

　を提供する。    芸術に触れる機会を提供できた。 　生徒にとって効果的なものを考えていく。来年度は文化講演会を実施する。

・学習習慣の定着と学力向上に向けた取り ・学習習慣を定着させるために、学習の記録や時間調査を効果的に活用した。 ・新しい学力観を踏まえながら教育課程を編成し、生徒の進路を保障する。

学 基礎・基本の定着 　組みを適切に行う。 ･教職員の自己評価で３以上     習熟度授業、モザイク授業により、各学力層に応じて個々の学力伸張が図れた。 ・新学習指導要領実施に向け、評価方法を検討していく。

習 知的応用力の育成 ・常に授業改善を意識し、指導力向上の施 （４段階）を目標とする。 ・各学期に授業公開旬間を設定し、授業公開と改善に取り組んだ。また、ICT機器を利用した 3.1 ・ICT機器が完備され、多くの教員が積極的な授業改善に取り組んでいる。協調

指 主体的な学習態度の育成 　策を行い、教科指導の充実を図る。 ･生徒による授業評価を1･2 　授業公開、ねらいと振り返りを明確にした授業公開を実施した。     学習の充実を図り、ICT機器のより有効的な活用を研究していく。

導 ・土曜特別補習を行い、積極的に学習する  学期末に実施し、指導法改 ・土曜特別補習では大学入試を意識した問題を精選して、生徒の関心意欲を引き出して 2.9 ・土曜特別補習や模試を行う意義、ねらい、目的を生徒に伝え、生徒にとって充実感の

・ 　姿勢と入試に対応できる応用力を育成する。  善及び指導力向上に活かす。 　実施している科目や、外部資格試験対策講座を実施した。 　持てる魅力あるものにしていく。

進 ・３年生の８限授業を効果的に実施し学力向上 ・県総体終了後、生活リズムの切り替えを意識して、３年８ 限補習を設定し展開した。 3.2 ・３年生の２学期は今後成績が伸びていく理社を中心として教科の進度を考慮し、

路     に役立てる。     学園祭終了後、理社を中心に３年８ 限授業を設定し効果的に実施した。 　生徒の学力実態に対応した授業となるようにする。

指 ・３年間を見通した進路指導計画の下、適 ・各学年とも学年集会・保護者進路説明会の開催や学年通信を発行し、保護者への進路情報 3.1 ・大学入試改革すなわち、知識・技能だけではなく資質や能力を重視する県内大学等の

導 職業観の育成 　切な情報提供により、生徒・保護者の進 ･教職員の自己評価で３以上     の提供を行った。PTA総会では、キャリア教育の講演会を実施して、生徒の地域課題解決 　新入試制度に対応し、生徒の多様な進路を可能にするべく、授業や教材研究はもとより、

進路目標の確立 　路意識の高揚を図る。 （４段階）を目標とする。     活動の意識高揚を図った。 　英語の４技能対応等を考慮しながら３年間を通しての進路指導全体計画を構築していく。

能力・適性の開発 ・進路希望調査、職業人講話などを行い、 ・地元企業による説明会を実施し、地元企業を知る機会を設けたり、特に１年生には 3.1 ・高校魅力化コンソーシアムにおいて地域人材を活用して、職業観・勤労観を養う。

　進路意識の高揚に努める。    「カタリ場」を実施し、多くの職業人との出会うことにより職業観の育成を図った。 　さらに、コンソーシアムの部会において、地元企業の地域貢献や人材開発のあり方

・個別添削、小論文指導や面接指導を組織 ・教科や学年部と連携を図り、効果的に小論文指導・面接指導を行った。また、担 3.3     を知る機会を検討して、益田圏域でのキャリア意識の育成を図る。

　的に行い、進路実現を支援する。 　任と教科担当の連絡を密にし、３学年を中心に個別添削指導を実施した。 ・学習支援アプリClassiを活用して、生徒の進路実現の一助とする。

・関西研修、東京研修、課題研究、２年文系 ・益田市主催でタイ王国海外研修を計画したが、新型肺炎の影響で取りやめ、国内の国際 3.0 ・第５期申請に向けて情報収集を行い、単位制での学校設定教科設置と、新たなプログラム

　課題探究と更なるSSH事業の充実を図る。   交流や 地域探究に 力を入れている学校との研修に変更したが結果的に実施できなかった。 　に関する方向性の意見集約を行う。

・１年生論理的思考力基礎演習SPを通して、 ・２年理数科、普通科理系クラスとも小学校へのアウトリーチ活動を継続している。 3.1 ・各プログラムごとのルーブリックを生徒に事前に提示することで、各プログラムでの到達

　論理的な思考力・批判的思考力を育成する。 　２年生普通科文系は、地域創生の在り方を考える課題探究に３年まで継続して取り組んだ。 　目標を明らかにしていく。

・危機管理の手引きを改訂し、事故発生時 ・「危機管理の手引き」について、熱中症対策等一部改訂した。次年度改めて内容を 3.0 ・火災・地震・津波・水害の各訓練をさらに工夫して、生徒の危機管理意識を高揚させる。

安 安全対応 危機管理体制の確立 　に柔軟に対応できる体制を整える。 ･教職員の自己評価で３以上 　確認し作成していく。 ・職員研修や事例を通し、本校の学校いじめ防止基本方針を周知する。

全 能力の向上 危機回避・対応能力の向上 ・学校防災計画を作成し、計画的に実施す （４段階）を目標とする。 ・防災計画どおり実施できた。また、「昼休みに地震発生」や「自分の地域のハザード 3.2 ・本校が地域の避難場所となっているので、昨年作成の「緊急避難マニュアル」に

管 　る。 　マップ確認」することで、防災意識を高めることができた。 　従って、災害時の受け入れを常に準備しておく。

理 ・安全点検を計画的に実施し、安全な環境 ・保健部、PTA、双方より安全点検を行い、対応可能な所についてはスピーディーに対応し、 3.2 ・安全点検等を通じて要望のあった箇所については優先的に修繕が行われた。また、

　整備を図る。     生活環境等の改善を行った。 　不用備品等の処分についても少しずつではあるが行うことができた。しかしながら、

・危険な施設や設備を計画的に整備する。 ・施設の一元化が行われ、委託業者による施設の点検により違った視点からの施設の修繕が 3.2 　今年度の指定修繕は予算措置がされず、抜本的な施設の整備はなされていないので、

　行われた。安全点検等を通じて要望のあった箇所については優先的に修繕を行った。 　来年度に向けて要望箇所を精査していきたい。

・まずは、教職員自ら、職場環境等含め働き方の意識を改革す
る。人生100年時代と言われ、定年延長も検討され、健康意識を
高める必要がある。健康管理システムは５年経過が見られるので
活用し、精密検査については必ず受診するように。ストレスチェッ
クは、ストレスがかかっていることを知る機会。ここ１年くらいで
「ワークエンゲージメント」という言葉が使われるようになった。
楽しく働くということを意味し、これまでのうつ病予防などのネガ
ティブメンタルコントロールから、ポジティブコントロールに変わり
つつある。

・部活の縮小については仕方がないと思うが、令和の時代にふさ
わしいような部活動を考えてサークル活動から立ち上げるようなパ
ワーを持った生徒がほしい。
・やらされるのではなくて自分達がクリエートすることができる高
校だということを子供達に示してほしい。
・健全歯の割合が、国や県の平均を大きく上回っていることは、
素晴らしい。
・ガスストーブなので、室内のCO2の値が高い傾向にある。教
室、職員室において換気を十分することが大切である。
・欠席した時に、担任の先生はわざわざ電話をかけてくる。子ど
もの体や心の様子などを丁寧に聞き、登校した時や面談の時に言
葉をかけてくれると、子どもだけでなく、親も本当に救われた。
高校の先生がここまですることに、感謝している。
・定期的に情報モラルやリテラシーについて文書配布等、親も子
も知る機会があると良いと思う。

進路目標の
実現

改　　善　　策

豊かな人間
性の育成

社会を
生き抜く力

の育成

3.1

確かな学力
の推進

・ＳＳＨ事業は、学校関係者として前から高い評価をしているが、
興味関心の高い生徒をもっと活動させることで、それ以外の生徒
の底上げができるのではないかと思う。これを売りにしてほし
い。
・制服の性への多様性の対応については強力に推し進め、令和
にふさわしいものにして魅力をアップをしてほしい。パンツとス
カート両方履きたいという女子が７割程度いると現実からも考えて
いく。
・令和３年度からの単位制の導入については人より抜きんでる能
力を身につけて自分の将来に繋げてほしい。施設面で柔剣道場を
使わなくなるのは寂しい。合気道や空手など新しい部活に向かう
方法もあるのでは。ハマグリの研究なども魅力化に繋がる良い材
料だと思う。
・私のキセキのサイズを手帳サイズにするなど持ち運びやすさを
変えるのも効果があるのではないか。コミュニケーション力を伸
ばして外国人との交流ができることをアピールできれば魅力化に
繋がるのではないか。

・生徒の主体的な学びにつなげるための活動、計画的な勉強の
仕方について、生徒が記述する「私のキセキ」に年間の予定が
入っているのでそれを利用した家庭学習をしてもらいたいが、な
かなかそれができないケースがある。書かせることに強制力を持
たせることはあまり良くないかもしれないがそれによって今以上に
できないかと。定期テストに向けた学習を計画的に学習することで
習慣になり、最終的には大学入試にむけた習慣にならないかと学
校サイドは考えている。そこで、中学生の学習時間を全国の状況
で見ると島根県は４６番目くらいでその中でも益田地域は低い状況
にある現実。１年生の時に学習をする習慣を身につかせるために
色々取り組んではいるが、それがやらされ感になっていると考え
る。そこを自分として大事だと自覚させ主体的な取り組みに変えて
いかせるかが大きな課題と思っている。
 ・小学校は宿題が多く、中学校は宿題をあまり出さない。そして
高校でたくさん出されるからそれが子供にとって戸惑いになってい
るのではないか。益田市教育委員会との連携も必要ではない
か。
・高１の時くらいに東京とかの夏期講習とかに行ってレベルの違い
について気づかせることも必要ではないか。
・他校の普通校生徒を預かる場面が個人的にあるが、比較する
と、他校の生徒は余裕があるが、益田高校の生徒は余裕がない
ように感じる。同じことをやらせても反応がすごく違うのはなぜだ
ろうかと思うことがある。


